　算数科学習指導案　
〜リニアの速さに興味津々！　リニア体験で主体的に学ぶ授業！〜

　本時の指導
（1） ねらい
時刻と時間の概念や単位などの関係を理解し、その求め方について適切に考えることができる。

（2） 展開　
	
	学習活動（主な発問と予想される児童の意識）
	指導上の留意点

	

導
入

５
分

	1． 時刻と時間の違いについて捉える。
T：2時間目が終わった時刻は何時何分ですか？
・10時20分。・短い針が10で長い針が4。
[image: ]
T：3時間目が始まる時刻は何時何分ですか？
・10時40分。・短い針が10で長い針が8。

T：すると、休み時間は何分ありますか？
・20分間。

2． 電車の場面から考える。
T：これは電車の駅の様子です。まだ発車まで時間
があるみたいです。何分待てばよいですか。
・30分（スライド②）
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・5分（スライド③）
[image: ]
補：今の時刻は？　発車時刻は？

3． 本時の課題を捉える。
Ｔ：今みなさんが言っていた「何時何分」と「何分」は、２つの言葉で分かれています。
「時刻」…〇時〇分　「時間」…〇時間、〇分
· 時刻と時刻の間が時間（スライド④）
[image: ]
Ｔ：今日は、この「時刻」と「時間」を正しく使
えるようにしていきましょう。時こくと時間をマスターしよう！


	・身近な例から、時刻と時間の答え方
の違いについて捉えられるようにす
る。













・教師の声かけや板書等において、
「〇時〇分」「〇分」と区別して使
い分け、本時の課題につながるよう
にする。


・１よりもやや社会的場面における問
題とすることで、活用的な知識が身
につくようにする。






































・必要に応じて左記の補助発問を投げ
かけ、時刻の認識を深める。

・普段、何となく使い分けていた言葉
が、「時刻」「時間」という概念で
区別されていることをおさえる。















・概念として理解した知識を活用でき
るようにしていくことを課題意識と
してもてるようにする。


	

展
開

３０
分

	

4． 〇時間〇分の数え方について知る
T：実は、電車よりもとっても速い乗り物がありま
す。（スライド⑤）
[image: ]
この新幹線だと90分かかるそうですが、90分は
〇時〇分かかると言い換えられますか？
・1時間30分

T：とっても速い新幹線なら、1時間30分で着い
てしまうんですね。でも、さらに速いリニア中
央新幹線という乗り物があります。これはクイ
ズですが、何分で着くと思いますか？
（スライド⑦）
・10分　・30分　・50分　40分　など
[image: ]

5． リニア中央新幹線すごろくで、時間と時刻の理解を深める。
T：今日は、この「リニア中央新幹線」のコマを使って、すごろくゲームをします。ルールはこちらです。（スライド⑨） 
[image: ]
何分でどこまで行けるか確かめながら、楽しく学習してみましょう。（スライド⑩）
・4人班を作る。
・PC上ですごろくの準備をする。
・教師から専用のサイコロをもらう。
・全員が時間よりも早くゴールしてしまったら、
　もう一度はじめからやってよい。
[image: ]

6． すごろくをもとにした練習問題に取り組む。
1 さいごに自分のコマがあった時刻の針
2 ↑の時刻は何時何分
3 神奈川県駅を出発した時刻は何時何分
4 山梨県駅からさいごのマスまでは何分
（スライド⑫）
[image: ]

	

・前段の「時間」に対する答え方が
「〇分」だけではなく、「〇時間〇
分」と、1時間を超えるときの答え方
があることを捉える。

















・次の展開である「すごろくゲーム」
に向けて、リニア中央新幹線の姿や
速さに興味をもてるようにし、学習
意欲を高められるようにする。
















【オクプラ操作】
	・教師はすごろくボードを「みんなの
ボード」の背景に設定する。
・児童にすごろくのコマを配付する。
・児童は左下マークから受け取る。
・コマの動かし方を確認する。


・付録にある「専用のサイコロ」をあらかじめ印刷し作成しておく。（スライド⑪）
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・4人班程度でグループを作る。




















【オクプラ操作】
	・教師は問題カードを配付する。
・児童は左下マークから受け取る。
・カード上に答えを打ち込む。



・すごろくゲームをそのまま残してお
き、練習問題で活用できるようにす
る。

・自分のマスが分からなくなった児童
のために、教師が一例をテレビに映
しておいてもよい。


	終
末
１０
分
	７．本時をまとめ、ふりかえる。
T：すごろくゲームでは、リニア中央新幹線を使っ
て色々な場所に行きましたね。何時何分や何時
間何分といった、「時刻」と「時間」をたくさ
ん使いました。最後に、今日まなんだことをふ
りかえりましょう。
[image: ]
・記入例は下記の資料に参照
	・すごろくゲームの楽しさの余韻も残
しつつ、本時で学んだ軸が「時刻」
と「時間」であることをおさえる。

・「すごろくが楽しかった。」などの
ような、本時のねらいとかけ離れた
ふりかえりとならないよう、カード
にある条件を全体に伝える。

【オクプラ操作】
	・みんなの広場でタブを作る。
（可視化しない場合は提出BOX設定）
・児童にカードを配付する。
・児童は左下マークから受け取る。
・児童はふりかえりを打ち込む。
・みんなの広場or提出BOXに提出。






（3） 評価の視点(算数科における児童の学習状況及び成長の様子についての評価)
・「時間」と「時刻」について理解し、正しく使い分けて表すことができる。 (発言・カード) 【知識・理解】
・「時刻」や「時間」について関心をもち、日常生活で活かそうとしている。(発言・ノート)　【態度】

資料
児童振り返り記述　評価例
	振り返り　記述例

	A【「時間」と「時刻」について正しく理解し、日常生活に活かそうとしている。】
・「時刻」は〇時〇分を答えることで、「時間」は〇分を答えることだと分かりました。
学校の休み時間やそうじの時間でも考えてみたいです。
・時刻と時刻の間を時間ということを学びました。どこかにお出かけするときには、
「あと何分待つんだろう。」とか「○時〇分にどこにいけばいいんだろう」とかを考えてみたいです。

	B【「時間」と「時刻」について正しく理解している。】
・「時刻」は〇時〇分を答えることで、「時間」は〇分を答えることだと分かりました。
・時刻と時刻の間を時間ということを学びました。

	C【本時の学習を捉えている。】
・今日はすごろくで時間について学びました。
・今日は時刻と時間について学びました。
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